
。本薬師寺の調査
-1995・1・2・3次、1996寸次 本薬師寺出土の瓦

唱 はじめに

さらには伽藍と藤原京粂坊との関係などにかんする多く

の知見を得ている。また、移建、非移建をめぐる論争に

代表される平域薬師寺との関係についても興味深い新事

官 西塔・南面回廊の調査(唱995・t次)

実を提供してきている。

本薬師寺に関する発掘調査は、 1975年度の寺城西南附

の調査に始まって、金堂、*然、中門、回廊におよんで

それぞれの位置、規模、基壇構造等が判明し、瓦

今回の問究lま、以上のような これまでの成果を うけて

おり、

西I符および南而西回廊の遺存状況の確認、規模、構造形

式の解IiJ'Jなどを目的として実施した。調査而制は、609m'

などの出土造物により、造営経過、存続、廃絶の状況、 である。
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図21 本豊富師寺調査位置図
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図22 本議師寺1995・1i.欠悶査遭俗図 1 : 200 
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2 基本層序

調査区の基本的な土用は、上から、水IJI耕土、床土、

灰梢色粘11:土、暗褐色粘1'1:土、暗褐色炭iJ.tり土などがあ

り、ベースの??灰色砂質土につづく 。

西I径の南では、伽藍造包・の畿地土がよく伐る。 この整

地層は、現状で厚さ約20cm前後あり、下半音11は、茶褐色

砂11土、上半部は、凝灰岩粉末や瓦小片をふくむ薄い数

枚の層からなる。そのほかでは、後世の削平により務地

府が失われ、 l倍褐色または、こげ茶色の炭i昆り粘質土が

は出している部分が多L、。このため、伽B2造話以前の泣

構は、事在地用のない部分ては、 これらの粘質土上而で検

出した。

3 検出遺構

検出遺構lま、本薬師寺の造営を境にして、大きく、そ

の前t後の 21時期に分かれる。

本薬師寺にl珂わる遺構

西塔S8330 西I苔の現状は、水田中に大きな方形の土岨

として残り、土駐中央やや南寄りに出納を有する心礎が

残っている。ほかには礎石を全〈残していない。

調査では心礎を基準にして土壇の東南4分の lを発掘

した。基fflの当初の而はのこっておらず、心礎上面から

約50cmまでは大きく削平されている。

礎石据付掘形 東南の四天柱とその束の{JlIJ柱位置に、礎

図23西海基壇犬走SX33H策から}
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石据付槻形を 2箇所検出した。掘形は一辺1.2-1.5mの

不整方形で、 i奈さ約10cmを残す。柱間は、約2.4m。

礎石抜取穴 据付:掘形の南に 2箇所の穴がある。 t.lliこ仁に

は多量;の瓦片が含まれていた。 前述の掘J~t南北のHJj隔

はl.3mt狭すぎる こtなどから、南辺の側柱位置そのも

のではなく、 {JlIJ柱礎石の抜取穴の一部とみられる。

足場穴 基担内東辺(心礎から5.8m)と南辺(問5.5m)

に計7箇所の柱穴を検出した。直笹約30-50cmの円形な

いし楕同形を呈する。柱Iillはl.5-2 m。柱穴の重複がな

いので主I!.設|時の足場穴 (SS343・344) と俄定する。

基壇外装 基埋束而には、 I也監石抜取~Y，:SX341があり、近

辺に散乱する凝灰岩切石片の存在などから、基位外装l立

花尚岩J也甑石と凝灰岩切石の羽目石からなる切石fl'(t 1ft 

定した。

犬走・雨落溝 基!flの外側には玉石敷きの犬走し 玉石

組の雨孫慌がめぐる。 ともに石の大部分は抜き取られて

いる。犬走SX331は、基泊地理石との間を 2石の玉石そな

らべ、幅 l;t約75cm。 岡部構SD336のほ而からの~~j さは 10

cm、間務柿:は両側の{JlIJ石とその聞に 2石毛?並べ、内{!lIjの

縁石は犬走の縁石守かねる。幅約60cm、i奈さ約10cm。

階段 基岨の束而および南而に階段を検出した。京而階

段位置には111位置をはなれた凝灰岩製の踏石が残る。問

団からは耳石の断片も出土している。南T師階段は築jぷ土

図24心礎周辺、下面の焼乱状況(東南から)
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図25西iき基樋南北断面図 1 : 50 

までほとんど失われており、わずかに器国外装の抜llxhl時

を桟すのみである。

階段規模の推定 東而の附段の出は、推定踏み石{lk下段

紋からとると、約1.7mに復原できる。京|府段の阿は推定

~bi原で約3.8mである 。

石敷 悶?孫存肘th消i~品昨V町IYiの外側に lはま石敷カがf広カがT るカが?、 ヨ王;

跡をぞ'わずカか、に長必伐j是iすのみてで.、縁辺は不明確で‘ある。

基壇規模 倣定基tf1.紘を犬定の敷石内法tみなして、 心

礎中心t結んでその距離を算出すると、基I立の-:illl毛は

約13.5mとなる。

心酪 花i出i右・製で、大きさは、東西2.1m、南北2.1mの

不整形て¥ 小心の出納金のぞいて!平さが94cmある。"，央

の出納は、 ï((径約30cm 、 ~':jt> 10cm。

心礎Ji'~ I)~ と下而は大きく撹乱さ れ、撹乱坑には土LJ'r が

投棄されている(図24)。この撹乱は四階心礎の上而が引

状で水平でなく、若干何lいている こと とも|民j辿するよう

である。

基壇築成 基町築成lま掘込1也業U坂築による。断而淵査

の所見によ って、築成の工程を復原すると、まず、およ

その基岨範囲を版築した後、裾をカ ットして、階段者11分

を継ぎ足す。基!fl築成土lま、底面から約1.5mの百:，さまで

残る。築成土は上半剖Il:下半部とでは状況が災なり、下

半部 (aれ .Om)では、 一層のj平きが約3-8cml:比較的

知lかく版築するのに対して、上半部(約0.5m)は、 -)(1

の厚きが約10-15cmと分厚L、。さらに、下半告11について

*111かく凡るしその下半では、砂質土、粘11土の!併をど

ちら もに似たような厚さ (6cm前後)で、版築するが、

上半の版築では、粘質土は五.!t<、砂11土はj平いという特

徴がみ られる。

心礎の据付方法l立、心礎周囲の撹乱坑のため、 IIHji阪で

はなL、。版築士のなかから金:!;2削!&瓦である判-平瓦6647

Cが出土しており、凶培のj立何が金立の!&設に先立つニ

とはないことを示す重要な知凡である。なお、版築にも

ちいている土は、灰制色系のよてあっ て、版築士にj副ylJ

みられる就褐色粘質土は1!l!川していない。

南面西回廊SC350 誹iJ:;tt区は小1"lr4J1おからかぞえて、 1 

II:J目から 31Ui目にあたる。礎石(;t.技ってお らず、基ff1_築

J此土の一部 (茶褐色粘11二上) と、礎石据付掘形、雨落~'Mー

などを検出した。

磁石据付掘形 ~I:r 1"1の西側211:JUの来f!!lJ-対の位位置に
、I生たる礎石据付掘形 2 筒所を検出した。持îi)f~l;t.一辺0.8m

の附丸方形で、北iWJの1箇所には抜取穴を?ともな う。掘

}杉のnll隔は、 約3.8m。

磁石落し込み穴 調査区の京端控と、西端壁rにかかって、

礎石落し込み穴 2箇所(SX358、SX359)がある。務し込

まれている礎石は、花i市i岩製でいずれも一辺 1mを越す

大きさである。一而を平担に終えている他は、柱l主なE

の作りだしはなL、。 出土位f泣から凡て田原iiの礎石とおも

われる。

雨落溝 陥落構は、 北側間務椛(SD352)を検出した。fJ!IJ

石は座っているものはなく、市l人lに転手存している。幅40

cm、深さ 20cm。両岸は護岸の玉石の抜取~J.U.lf.ーがある 。 南

雨孫請は、 IYIJ王子t土坑によ って破壊されている。

水路SD360 南岡田廊のi:tifJ!IJ柱列位置から約5.7m南に

検出した。来から西5.5mまでは木随時渠が設けられてお

り、あとはIlf.l渠となる。H苛渠の問端(;t.木版と凝灰岩-9J石

品fLみによるI朽北郡(長さ 3m、師0.6m)にIJf.1口する。 こ

の南北frWは南端で西に折れ約 2mに幅ぞ広げる。南北両

岸は;謹j芋の石の抜取Ú{跡、が並ぶ。 木樋(;t. ~H和区東外へ 1

m以上は来にのびている。
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SD360は回廊南辺の整地過程でつく られ、厚い奈良時

代中頃の灰色粗砂で覆われ廃絶している。

東西石敷参道SF222ほか 酉搭と束踏との11IJをむすぶ東

西方向の石敷。今回の調査区では、自IJ平が著しく追存状

況は悪い。北側の縁石と内部の敷石部分にわずかに玉石

の風化した痕跡をとどめる。

土坑 回廊以北に検出した多数の土坑は、検出状況や出

土造物の様相から、本薬師寺造営にl拘わる土坑と、本薬

師寺造営以前の2種類に大別される。後者の土坑につい

ては、次項で述べる。

まず、参道位置とその周辺にあるSK369、SK370、

SK373などについて述ぺる。SK370は、多量の木屑ととも

に、フイゴ羽口などの鋳造関係造物が出土した。参道北

端から北に広がるSK373からも木屑が出土している。参

道石敷下にあたる土層で検出され、四階造営時あるいは

その後の寺の改修時にもうけられた土坑とみられる。な

お、 SK369・370については、東西参道と霊復して見つか

っている腕竿のようなものをたてる施設かと考えられて

いる穴SX277・280(r藤原概報26J)し伽藍中軸線をは

さんでほぼ対称、の位置にあるので、同様の性絡を有する

土坑かとも推測される。

西地の周辺と参道位置にあるSK365、SK366、SK367、

SK368にふれる。いずれも一辺2.6-3.5mの大型の土坑

て" i奈さは、 SK368が約0.3m!:i芙いほかは、 1-1.3m1: 

深い。いずれの土坑にも大量の瓦が投棄されているほか、

SK365には、基埋外装や雨落溝や、犬定などにもちいたと

思われる花開岩なEの玉石や、凝灰岩断片などが含まれ

ていた。

本薬師寺造営以前の遺構

造営以前の迫構には、 tlii立柱建物3棟と土坑群がある。

南北棟SB301は、 1994年の1994-2次調査で東半分が検出

されていた桁行 4 間の南北棟建物て\今回、西~t 1:西南

の柱位世を確認したこ とにより梁間が2聞と確定した。

桁行総長が8.4m、梁IHl4.2mである。柱聞は桁行、染IIJJ

とも2.1mである。 SB390は、 3間x2UHの東西棟で、桁

行総長5.5m、梁間4.4mである。掘形lま一辺0.6-1.2m。

SB391は、 3問x2附iの東西棟で、桁行総長5.4m、梁IIIJ

3.2m. Wi形は、 一辺30-40cmで、先の2棟と比べ、小型

である。

これらの建物は、方眼方位に対して西で南に振れてい

る。

これらの建物に重綾あるいは近接して多数の土坑が分

布する (SK377-380、382-384、386、387など)。土坑捜

土は炭化物をふくむ時褐色粘質土である。7世紀後半の

土師総、須忠ifiiが出土した。

図26 水路8036日(木領暗渠の函舗と石組 左:北から、右:西から)
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4 出土遺物

大i止の瓦類のほか、土器、土製品、金属製品、石製品

などがある。

瓦類別項に詳述したので参照されたい (33-37頁)。

土器 弥生|時代から鎌倉時代までのものがある。寺造営

以前のものと、寺の変避にかかわるものに分けられる。

前者ては下!日土坑SK377等の出土土器、後者では、西硲;基

}宜築成土、西崎.南の土坑SK365、SK366、東の土坑

SK367-SK369、回廊を壊す土坑SK388、水路SD360出土

土総が重要である。

下層土坑の土器は、 1994-2次調査区のSK270や四三幼

坊rltJ路{WJ摘出土土器と同じ 7世紀後半代に属する土師器、

須恵器があるが、その ~II に長方形透しが疎らに入る須恵

器円商硯1点が含まれる。寺造営以前の右京八粂三坊@

雨坪の性絡を推定する上で重要である。

西I益基f立築成土には上半部、下半部ともに少i止の飛，U

IV-Vの土器が含まれているが、最も新しい資料が奈良

時代に入るかどうかは判別できない。

西広東南隅の土坑SK366と東西参道下の土坑SK367か

らは本薬師寺の古式の瓦ととも に飛鳥IV-Vに位置づけ

られる少此の土器が出土した。 とくに土坑SK366は西熔

基JfH.重復する位置にあり、西崎:の造営が他の堂宇より

も遅れることを示しているが、基JfJ.土出土土器ともども、

その年代観は微妙であって限定できない。

二七坑SK368、SK369には奈良|埼イ吃末、 9-1止紀末から10'1止

ミゴ;J~6

\~ [77 

亡三一 ι会午竺以10
20cm 

図2780360出土土器 1 : 4 

紀初聞の土附器杯.Jill.娯色土恭椀などが含まれる。1994

-2次調査区の土坑SK272~)J;に類似した改修l侍の土坑と考

えられる。

回廊を壊す土坑SK388からは10世紀代の土師総杯A、

設等と ともに中凶銅官窯の71f磁蛮片が1-1'，土した。

図27に示した土誌は、水路SD360の石組問渠部分HJ，土

の土器で、奈良時代 I~I 頃 (平減III) に位置づけられる 土

師総杯A(9)、JlIlC ( 1 -5)、椀C(6・7)、血A(8・

10) 、~~、 須恵iti杯A 、 JUlな どがある 。 多くに灯明の痕跡

がみられ、そのtJ(確実に寺院活動が行・われていたことを

示している。

SD360の木樋IIfil'栄tlll土からは内而に「口 [JJFJヵJJの卦
i'::がある須忠器杯B議が出土した。蓋lま、飛鳥IVに位置

づけ られ、木随の埋設l時を示す。

土製昂 下M土坑出土を含めて円而硯2点、蹄脚硯l点

カtある。また、 SK370からはノレツボ、フイ ゴ刃ヰ口、@]廊北

間務ポ¥'SD352から土馬 1点、包含府から土製円盤4点な

どがII~土している 。

金属製昂 金銅製垂木先金具、銅釘などがある。金銅製

垂木先金具(雇128)は、 iill.l'持京而地担石抜取市¥'SX3411;1;]か

ら出土した。直径10cmの円形金具で、(，1ぱ完形である。

中央に小孔~穿ち、 4 誕の対葉花文を透し彫りし、毛彫

りで輪草1I線を友Ij{J。寸法からみて装階屋根の地垂水j羽と

忠われる。円形の金銅製垂木先金具は平械薬r，ili寺からも

出土している (r薬師寺発掘調査報告J1987年、 PL.120-

25) が、本{ダIJ は、対諜花文の間の~I'f状の文様を欠くなど、

図28垂木先金具 1・E
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より退化がすすんだものとみられる。銅釘l主、笠型の頭

部(径1.0cm)がつく断面方形の釘て、完形品でみると全

長4.2cmある。SX341やSK367などから約20点出土してい

る。

石製自 西桜の足場穴SS344から砥石 11閣が出土した。

5 まとめ

今回の調査の成果と課題にふれまとめ とする。

まず成果としては、西搭ーの規模、基tf1.の構造が明 らか

になったことがあげられよう。

基I監の規模は、本薬師寺東様、平城薬師寺西塔とほぼ

同規模である。ただし、基壇周囲の犬走、階段部などの

大きさに若干の違いがある(表2参照)。

基山外装l立、花飾i岩地麗石と凝灰岩の羽田石からなる

切石松て.ある。基壇上面の舗装は不明で、装階の礎石あ

るいは据付穴などは見いだせなかった。ただし、西I各所

用とみられる装階用の軒瓦、丸 ・平瓦が出土しているこ

tや、装階垂水用の金銅製自Iliり金具-の出土からも、回塔

に裳階があったことは確実である。

心礎がほぼl京位置にあることも判明した。ただし、心

礎上而が水平でなく、若干傾いている。心礎の下や周囲

に後世の撹乱がなされているこ tから、若干上下に移動

している可能性もあるが、ここでは、大きく動かされて

はいないというf旨摘にとどめておきたい。

この撹乱については、時期を明示する資料はないが、

永長元年(1096)に本薬師寺熔跡から合利ぞほりだした

との記録 (r中右記J)が想起きれる。実際には、 合利孔

を有するのは、東塔心礎のほうであるが、その際、合利

の探索Ii.、四階にもおよんだ可能性もあろう。

西絡の造営時期については、まず出土瓦の様相がてが

かりとなる。本薬師寺の主要堂楼の造営)1印字にかん して

は、これまでの調査によって、第一段階tして金堂、第

二段附と して京搭、中門、 回廊となることが知られてい

る。今回の調査によ って判明した西応の瓦はそれらより

本薬師寺西塔

M 東塔

平城薬師寺西塔
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更に遅れる段階のもので、第三段階に位置づけ られる。

奈良 ・平安時代に属する軒瓦も出土 しているから、酉燃

は、平城選者1¥後にも存在していたことは確実であるが、

fil怯l!時期については、瓦の年代観が重要な問題となる(瓦

のn日Jillについては33-37頁参照)。

回廊については、瓦は、南面束回廊と同様の様相を示

す。回廊の廃絶については、 団脱iIを破壊しで もうけられ

た土坑の造物などから、 これまでの調査による推定と同

様に、 Ilぱ11世紀代と見てよいと忠われる。

出土造物にかんしては、塑像の問題がある。本薬師寺

からは、かつて塑像の出土が伝えられているが、京港周

囲の調査につづき、今回の西応の調査でもまったく出土

しなかった。本薬師寺で塑{象がまつられていた可能性は

Il 1:んEなくなったといえよう。

下l百の本薬師寺造営前の造構にふれる。下層;m:物は、

今回の調査で‘新たに 2棟の存在がII}Jらかになった。これ

らの建物は多少の時間差はあるにしても、先の調査で明

らかになった堺や、建物とともに右京八粂三坊西南坪に

展開するー述の遺構tみられる。藤原京の粂坊の設定か

ら、本薬師寺の造営までのHIJに一定のl時間の経過があっ

たことを遺構の上でも示している。

本薬師寺 といえば、薬師寺式伽藍配置としてわが国で

初めて 2基の泌をそなえた伽藍tしてあまりにも有名で.

ある。今回の調査によって西絡の造営が他の堂燃に比し

でかなり遅れることがわかったこ tにより、 2基の慌が

並立したl時期については、藤原宮期でおきまるのか、あ

るいは平滅薬師寺造営以後にまでくだるのかなど、大き

な問題を提供することになった。この解明のためには出

土瓦をはじめとする平城薬師寺との比較なE、より詳細

で多角的な検討を要する。

西I答の米調査部分をふくめ今後の伽藍のよ り広い範囲

の調査に期待しておきたい。 (千田剛造 土器;西口)



2 寺域西限の調査(唱995-2次)

本調査は、農業用倉庫新築に伴L、実施したものである。

調査地は本薬師寺寺域の西北部にあたり、寺域の西を限

る大垣およびその外{JlIJを南北に走る凶三坊大路の存在が

予想された。このため調査では、-w:凶12m、南北2mの

発掘区を設定した。調査地の基本的な土用は、 J-.カ・ら耕

作土、 l末二七、賞制色土(四半ては部分的に灰色微砂1M)

で、遺榔lま地表下約30cmにある賞制色土上而で確認した。

調査によって検出した追榔には、南北椛2、土坑11: 

111"止の耕作構多数がある。東(J[IJで検1'1'1した南北端SD401

1;1:、幅0.8m、i奈さ0.15mとやや小さく、西側にある南北

市SD4021ふ幅1.75m、深さ0.3mと大き t、。ともに約2

m分を検出した。消iSD402のJ.lli土のJ-.1f!lには、1l.J午が合ま

れていた。椛SD401の西(JlIJで検出した仁坑SK4051;1:、一辺

75cmの柱穴状の逃f.Ytてあるが、 i奈さ10cm程度しか残存し

ておらず、性格は不明である。

検出した 2本の南北部は、当初の子氾!通り、西三jJj大

路SF102の両側溝と理解するのが適当であろ うが、その

心心II:Jの距離は6.5m1:短〈、断定する には至らない。こ

れまでま11られている奇数粂rJj大路の幅只は、8.5m前後が

一般的であり、今回の6.5mという数慨はむしろ小路の幅

である。ji'!fiYtの規模や近隣の調査成見・からすると西にあ

るi1Yj:SD402が、西(J[lJhYj:の可fiE性ヵワ:jl 、が、だからといっ

て、*のhYiSD401が、{l!I.附j:ではないとむ断定できない。い

ずれにせよ、今回の調査而制は狭小であって、 これ以土

仰(IWjを屯ねても空論となる。事実のみを?記して今後の淵

慌の進出をi牛ちたい

なお瓦1;1:、前:のさII土である時柑色七などから、 6276Aa

( 2点)、 66471 (1点)、 6641(H ? 1点)の計4点の粁

iが，'1'，1二した。66471 は、瓦当がほぼ完存するが、{也lま

小破片てある。66471は、 51"1反転の右偏行辺、冬f占草紋

で、上外区の珠紋数が16、ード外区の線鋸歯紋数が27。金

';;f:}i}r JI1誌|府月1のfF平瓦である。また九瓦は元"29点 (2.8
kg)、平瓦l主計112点 (6.3kg)が1'1'， 1二している。

日1¥405D。
SD401 

y=ー18.200
。

(黒崎 直)

-x=ー167.491

3m 

図29本薬師寺1995・2次調査遺憾図 1 : 100 

3 寺母南辺の調査(唱995-3次)

この制究は、段業用水路改修にともなうもので、制jIt

J也は本薬師寺回廊西南隅の南約20mの位fltから、幅3m

で困に向かい総延長約65m、調査耐舶は、 211m'て.ある。

水路工事により、大部分の場所では、ベースの暗灰色

キILI沙j付や灰色粘質土まで抗Ill'(lJされており、瓦出 1箇所をプ

のぞき、顕著な造捕は技っていなt、。瓦iWISX410は、制作

区の*端に近い部分にあり、東西3.5m、南北1.5m、深

さ50cmの土坑状を皐し、さらに調究区の北へ広がる(似|

30)。樫土には、多i止の木薬師寺自Ij!&JUIの瓦(33-37].l参

moのほか多品の木市が含まれていた。1加盟主池宮のごく
初期の盤地に|刻わる遺構であろう。 (千田剛造) 図30瓦溜SX410(南から)
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短〈勾配は測定できなかったが、周辺の徴地形からみて

北京から南西へ流れるものと考えられる。

八粂大路関連の逃構と しては京iffi櫛SD425がある。

SD425(ま、幅2.8m、残存i奈さ40cmで、南j♀に比べて北岸

は緩勾配である。構底の中央北寄りの幅O.7mほどがわず

かに深い。 1975年度調査(本薬師寺第 l次『藤原概報6J) 

八粂大路北側溝にあ

寺爆南限・八条大路の調査(唱996-1次)

この澗査は、民業用水路改修にともなう事前発掘削空t

として実施したものである。

調査位置は、本薬師寺の伽盤中心線からは西へ約40m、

西際基壇から南へ40mほど離れる。

調査区の北2掛から22mは本薬師寺伽藍地内に凪し、 I釘

4 

で検出したSDl04の延長上にあり、

たると考えられる。

1975年度調査では南側溝SD103も検日1しているが、今

回の調査区では断而観察でもその存在は確認できず、自IJ

端から13mは藤原京右京九粂三坊の西北坪にかかり、

のII¥Jに八粂大路が211定される。

1JZされたものと考え られる。

本薬師寺:伽藍地内では、単独の柱穴2を検出した。

調査区は、 1995-3次調査区東端から南へ統〈南北52

m、東西3mて¥調査而手1'(は156m'である。

調査区のうち京側約 1m は、現水路の堆;fi'{が泣椛而近 八

粂大路北側出iSD425の;1じ1mにある住穴SX426は、tIil形

が南北70cm、残存深さ40cmllどと小規模で.ある。本薬師寺

伽能地雨辺の閉塞施設にともな う遺構の可能性もあろう。

くまで述している。

調査区の基本j百l干は上から、耕土、 IEI耕土、 11音灰色砂、

県梢色砂質土、 l培梢色砂質土(地山)で、水路西側の水

右京九条三坊西北坪では、柱穴 l、土坑lを検出した。

柱穴SX422は、南北65cm、東西50cmて¥性維は不明である。

土坑SK420は、南北2.2m、東西O.2m以上であるが、造

物をともなわず、 l時期や性格は不明である。

田耕土上而から90cm下のIIj}褐色砂質土而で泣榔検出ぞお

こなった。

検出した主な造械には、旧硫路、東西前]、住穴4、

土坑1がある。

そのなかに

充/遺憾)

きわめて少なく瓦数点のみ。

(長尾

出土泣物lま、

現斗瓦l点を含む。

旧流路SD4241;t、調査区のは(.f中央、南北19mにわたっ

て、灰色砂府を主体とする堆紛が認められる。検出長が

x= 

- H=74.8 

酒田・ー一

SX426 

¥
 

¥
 

¥
 

¥
 

¥
 

¥
 
f
 ノ¥

 

¥
 

¥
 

¥
¥
 

SD425 

? 1? 

SD424 
一一 y=ー18.120

1 : 50 本薬師寺号1996・l次阿賀遭術図 ・土居図図31
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5 本薬師寺出土の瓦

1995年度と1996年度に実施した本薬師寺の調査のうち、

1995-1 . 3次調査で出土した瓦について報告する。

1995-1次調査出土瓦

軒-瓦、丸・平瓦、道具瓦がある。相庄は1阿:)L瓦169点と

軒平瓦178点の合計347点。 道具瓦は而戸五67点と ~i斗瓦

255点。平瓦には刻印平瓦が2点ある。九五は破片数て‘

12，765点2，107kg、平瓦は50，036点13，519kgLj'，土した。

軒瓦 表 3に示したように、調査区内で出土した軒瓦

は調査区中央付近を境にして南北で内容に追いがある。

南は南而西回廊の瓦、二Itlま四階の瓦とみて分析する。

調査区中央付近より南ては、 ~[r丸瓦6276Aa-判:平瓦

6641 I-Iの組合せ(匡133-1・2)が8WIJを占めている。，'，

|勺・南而*回廊での成果むこれと同じだった (r藤原概報

24J)。この組合わせが雨而1111廊の所)-I-lll可:瓦て‘ある。

調究区中央付近より北の西隣所川判:瓦の様相1はこれま

で調究された堂培とは違う。本出掛JFJ'I~I二五 L:t 6276Aa-

6641Hが多いが、 6276Ab.Ac (陸133-2・9) もその約

半数ある。 これと組み合うoJi.F玉1'-瓦は66410 (4) 0 66410 

は、前回の参道の調:J't(r藤jj;l概報26J)では、 r6641新種」

と報告したが、平械宮烏寮出土品 (r平J，&.報告XIIJ 

PL.54)との同箔を確認した。上外区に珠紋、下外区と脇

区に線鋸歯紋をおいた右行の偏行J.'"i'市紋で、 6641Gに似

るカ:111.位数11は2単位多t、。 6641Gと66410のいl区紋様

を比較すると、左から6単位目のJH1，'i紋2つの巻きが逆

転し、 7単位目の唐草紋がn定構成となる点が共通する。
Gの紋様の右(J!IJ(8!Ji.位目の次)に 2111.位分を加えてO

を作箔したのfごろう。上外区の珠紋数20もGの19に近い。

内区の左端には箔ì~IJれがあり、 こ れは平域宮馬寮出土例

より本薬師寺山土例の方がi並行している。千J，lX薬師寺て

は66410の/:1'，.:1ニは確認されていない。

設附問軒平瓦は66411 (8)が6641K (6)をしのぐ

点数出土した。66411は単位数9の布行師行!若草紋。平

城薬r.lli寺創立1!瓦の一つ。単位紋は基本的に 3諜緋成て.

66411くより祖形に近いが、これは平以薬師寺j世話;時に復

古的な紋様を採用したからで、総b;l宮武の紋様舎もつ

66411くがより古L、。装階用軒丸五は6276E(5. 7)。瓦

当j平3cmあたりを境に、 Wjいもの(縦型)と j平いもの(厚

型)に分かれる。薄型Iの初JUI段階では表/]'，されていた蓮

図32へラ衝を喫斗瓦 1 : 3 

子mmn:tJ'i:型にな L、。過去の制ゴ?でで山 1'.した6276EはIJ.
tんどがiVj型だった。ところが、凶俗間|掛て.はj平型が圧

倒的多数。lIf:i土・焼成の共通性などから、 6276E0専型)

が6641K1:組み、 6276E(厚型)は66411と組み合う。

その他に、軒丸瓦は6304E 、Wir.llî寺32~巴式と 36型式な

どがIJ'，.:Jょした。6304E (10)は瓦寵が執っし〈陪粍する。

以liijに京併で"tlにlニしたものも同級に紋様が模糊とした11占l

体fごった。セットになる粁平瓦66640はな L、。薬師寺36

型式はこれまで京紋縁とみていたが、今|旦l、当初箔では

定、冬紋紘 (36型式a、11)で、後によ紋紋に改箔した (36

型式 b) ことがわかった。

道具E 丙j而回廊周辺守'1 '心に而戸瓦と ~t斗瓦が多祉に

山 Lした。土坑5K369からは焼成ljijに川而にへラで文字

を記し t~ L;Jt斗瓦が l 点/1'，-1.:。師5.1cm、引{J-長19.5cm。下

端を欠少とする。釈文は、

[nヵl
「口ml:{，二百之)fll口」

以後の文字は下半分を欠き判読不能。「百之刑」で思い

当たるのはtl!の答杖徒流死のうちの杖、行叩きの舟1I。大

主ilt.は大主元年 (701) 8月に完成、盟大宝2年 (702)

7 )1説i旬、 10月14円大宝令とともに頒服された。このへ

ラ Jl: き 0i斗・瓦は、凸而にハ字状制"Ilきをもっ本理~r.ïlî寺自11

挫JUIの瓦である。土坑5K368で問併|剥係の瓦t伴出した

が、大宝tltとほぼ問11寺101の刑Hi}にl具|わる記載として注目

される。

1995-3次調査出土瓦

'Iq:瓦は事F九五28点と軒平瓦34点の合計62点、道具瓦は

而戸瓦3.'，'Y，と皆t-+.11.25点である。平瓦に1;1:.r右」刻印平

瓦 I点がある。このうち、調究区東端の瓦溜5X410から、

利::JLl工25点、 fドnL27点、 ifii戸1l.3点、 01斗王[18点と家IJ

印平瓦1点が出土 した。それ以外は、機械掘削の排土か

らの収集。5X410山土瓦について計二i!Rする。

'Iq二丸瓦は、 6121A(16点)、 6121B ( 4点:Ba3点、 Bbl

公文6Jr!F判1/1997・11 33 



表3 本薬師寺1995-1 i.欠関査野瓦等集計表 ( )1.1.値不11)1を合む

軒丸瓦型式 点 数 軒平瓦型式 点 数 軒丸瓦型式 点 数 軒平瓦型式 点 数

6121A 6641G 4 ar.市寺32 4 
B 1-1 58 33 

7 6276Aa 34 139(141) 36a 
Ab K 25 36 b 
Ac 
10J ---r 140(142 。 38 

E 58 6647Cb 平安時代社 12(15) 。
6304 E Cc 
~式不lリ1 (7) G " r 19(27) 近i止以降 (1) (5) 

11 

三m弧紋
メr入， Jt 156(169) 162(178) 

凶耳i!a紋 lli '::1-瓦 255 隅切平瓦 2 
盤強紋 (1) 

祭良以前Jt 144(153) 162(173) 面 戸 l[ 67 刻印平瓦 2 

図33 本薬師寺1995-1 i.欠調査出土軒瓦 1 : ~ 
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点)、 6121C (1点)、 6276Aa(4点)の25点。

6121 A (図34-1 )は単弁八弁連務紋。 弁と子葉 lま ~I :!k:

が大きくく(;t.む。 ~I"房蓮子 1 + 5 + 9。蓮子には周期が

ある。外区珠紋数40、線鋸的紋数80。線鋸歯紋の内側に

二重の閤線がめくーる。メL:正作11は凹凸両而にやや太い斜絡
チ刻み岡、端商にも刻み目を入れて瓦当裳而の高い位置

に差し込まれる。6121B (3・4)はAに似るが弁がや

や制くかっ小さく、1111弁先端がT字形。'1"房延子 1+4+

8。蓮子に周環はなし、。珠紋数40、紛!鋸歯紋数80。線鋭

的紋iま鋭〈珠紋とのliUに閤線がな L、。蓮子の小さいBa

(3 )と これを大きく彫り直したBb(4)がある。 Bbは

初出。6121C ( 5 )はBに似るが弁がやや大きく、蓮子の

配慌が違う。中房蓮子 1+ 4 + 8か。珠紋t線鋸歯紋の

1111に閤線なし。 6121Cは初出。6276Aa(2)は筏弁八弁

連帯紋。 通弁の照りむくりは ~j~ ~ 、。 '1'房蓮子 1+5+9。

越子周環がある。珠紋数40、線鋸tJ~紋数80。両者の 1111 に

二Eの閤線がある。

'1司:平瓦は、重弧紋5点(三E弧紋 1点 ・凹E弧紋 l

，'，':0、6647Cc(8点)およびCbかCc(2 J点)、 6647G(11 

点)と型式不明 1点てある。三重弧紋は瓦当!平が小さ L、。

{I!ll而を斜めに切った附軒平瓦。四重弧紋 (6)は弧線の

太きがすべ‘て同じ幅で、凹線はi斐L、。 6647G(7)は、

81国反転の右偏行忍冬唐平紋。本薬r.lIi守所m。珠紋数37、
綿鋸掬紋数59。鋸歯紋の上下は界線に桜する。タテ純叩

きで凹凸而を丁寧に調務。 6647Cc(8)は51"1反転の右

悩行忍冬}，lI-l~i.紋。 珠紋数27、線鋸歯紋数39。 線鋸歯紋の

上下は界線に届かな L、。藤jjR;古所月16647Caの紋様を全14'

に太〈彫り征した6647Cbを、さらに左右で珠紋半{Idl分切

り縮めたのがCCoCb・Cctもに本薬師寺所mで藤原宮か
らは11'，土しな L、。 CaとCb.Ccの製作技法を比較すると、

Caは平行日11きだが、 Cb・Cc(;t.タテ細川崎。また、 Caで1ま

・li瓦苦11凸而に重弧紋風の家11みを入れてす:nを桜令するが、

Cb.CcIまfiTで‘横方向にi支t、くぼみを付けるにとどまる。

九瓦は{1~114'識別で28{肉体、主紘の附数青I'ìIllJ法で18{1占|体

あり、すべて玉縁式。本屋根用と装附!日がある。本届桜

川は、ヨ::J成長7.1cm、王縁先端阿12.8cm、間部長38.2cm、

段部幅16.6cm、筒部広端幅18.2cm、会長45.3cm(以上す

べて平均値)である。粘土板巻き付け作りで、筒剖1t王.

蝕を-jillの粘土板て作り 、段苦11凸而に粘土を足す。凸而

(;t.タテ純IIIJきのあと丁寧にヨコナデ調書長する。背灰色で

!í1l!~!tのものと、灰白色でやや軟質の2極がある 。 {J!IH函の而

取りは凹凸両而と山而のみが作々約4:1，iIjずつある。裳階用
は1点確J立てきたのみ。筒古111よ端幅13cmあり、本屋根用

のがJ7筈11の大きさ。製作技法は本屋相川と同じである。

本屋掛川丸瓦の凹而の布庄:~l'{を鋭掠すると :r.紘の縫い

"は丸瓦H肉体に2箇所程度、 1つの悦fiて400'所程度あ

る。縫い方には逆三角形のダーツをとって縫うものと、

縦に 1-2 cmli t:'Jllね合わせて まっすぐ縫うものがある。

後者の不IIの.iTIね合わせはSタイプで縫い方はまつり縫い。

針"は大半が布の祈り山を手前にして左上 り治下がりに

なる。この縫い方ては下に L、〈にf也、縫い目の左右で布

"にみだれが生じるが、布ト|が-VJ乱れないものもある。

|ミ紋部での布袋の縫い目を識別することにより、同一布

袋て作られた丸瓦を 3組確JZてきた。 うち2if:LUま分j'，illflJ

l立が54}立と73度ずれる。これらの角度だと分割突帯はな

かったようfごが、 もう 1;f;ILはほぼ同位世で分担りされてい

て、多くの資料で検証する必要ーがある。3組の丸瓦l立、

それぞれ凸而のナデ調整に程度差があり、瓦工の追いを

ポすnrtm性がある。
平瓦にはj岳常の大きさの本屋根!日と小型品の装階用が

ある。本!長線j有l立、全長41.4cm、広端師30cm、4尖端幅25.6

cm (平均値)。裳附Hi(主、全長28.9cm、1よ端師23.3cm、狭

端何19.8cm(平均値)あり、木屋根川の約7-8 jlill程度

の大きさ。粘土板柿l巻き作りで、 ，~，而はタテ制叩き。制

IIjJき口 l立、粂が紛:;1犬で太いものと*111~ 、 むの、制の撚りが

lI)j 11貨なむのの3種があり、設附mlま太い線状の純叩き目、

本!回線川は大半が車111l、純叩 き1=1である。純を三つ編みに

した「ハ」字形の縦叩きは 1点もなL、。凹而は丁寧なナ

デ調盤がなされており、広端{!!iJl/3ほど以外は布目は残ら

なt、。{l!11而の而取りは凹凸阿而が約8:'IIJ、広端の而取り

は 111 1而のみと無いものがほ(f半々、 ~X端の而取りは凹而

のみが半分で、 I!!.I '~I両而がが:J3 ;1/11をしめる。木屋棋用l立

大半が版(I '~だが、 7f灰色でlíH'îに焼きあがっているも

のもあり、 それらは凸而狭・端側をヨコナデ制型をする。

小 ~i

本薬師寺1995-1・3次調査で出土した瓦は、いくつか

の屯要なHlI組を提起する。これぞfITjlll.に まとめよう。

まず、1995-3次調査瓦沼'ISX410山上瓦は次の点で注目

て.きる。

1 軒九五に占める 6121型式の比率が~':j い。しかも 6276
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Aaを含めいずれも瓦箔がシャープである。

2 :軒平瓦は重弧紋1:6647型式て 6641型式がない。

3 :本屋棋ffil:裳附用の瓦がある。

4:iiE瓦組織が左右に区別されていた可能性を示唆する

「右」の表IJ印がある。

昨年度の参道の調査(1994-1次調査 『日露関概報26J)

て¥金堂所用の本屋桜刑判:瓦を6121A-6647G1:推illlJした

が、SX410山土瓦はそれぞ説明する。filJ越金吐の軒先はこ

のセットと、 6121Ba.Bb-6647Cb. Ccて'ftiliることが企画

され、瓦が調達されたことはIIJJ速いない。

装階用軒瓦 (6276E-66471)は出土しなかったが、設

階川の:h瓦と平瓦が山土した。 しかも、それらは木屈制

用の瓦と同じ技法で製作されている。 これは金堂の装附

が当初から計画 ・造作されたことを物語る。

平瓦に「右」の刻印が 1点ある。これまで出土した

「左」 ・「右」の刻印をもっ平瓦を再度検討したところ、こ

れらはすべて撚りの紺Il、タテ純叩きだった。つま り、

「左J・「右Jの刻印平瓦は金堂所用に限定できる議然性が

高い。左右が製作組織の別を示す考古資料には、奈良H寺

代後半の木造百万燃がある。本薬師寺金堂の造瓦組織も

岡本音の構成をとっていた可能性がある。

次に、1995-1 .次調査で'W..:tした瓦について|問題を整理

する。この調査で出土した西隣の粁瓦は来Ir旧二つの様相

が混在する。古い様相を示すのは6276Aa-6641 Hと6276

E (薄型)-6641Kで、 これは東熔と共通する。新しい様

相 l.:t6276Ab . Ac -6641 0 1: 6276 E (厚型)-66411の 2

組。6276Aの彫り直しによ って前後関係はlリlらかだ。後

者では装階川のセットは平j成薬師寺と閉じfごが、木屋棋

用のセット6276Ac-66410は平城薬師寺からは1.1'.土して

いない。

西冷 lま~，~担土か ら金堂所Jn 'lll平瓦6647Ccカ r:11.土した

ので、 恭t~:t築成 l立金堂完成ぞ遡らな L 、 。 所fll!肝瓦から問

IJFの削ill時JtfJについて、次次，のような仮説を世示てで‘きる。

1 : ~来10:燃持と lはtぱ同じ H寺j則U例l に、 6276Aa-6印6か4札H と 6臼27河6E(司部i 

型)-6641 Kで創建。6276Ab.Ac-6641 0 1:6276E (厚

型)-6641 1で大鋭棋な耳き伴えが行われた。

2 : filJ主l!1I寺JUlは、 6276Ab. Ac-6641 0と6276E (厚型)ー

6641 1のH電y・JUJ。これに6276Aa-6641 H 1: 6276 E (的

型)-6641 Kのストック分を加えて出般を昨L、た。

要1.:t、新旧いずれのセットを主体とみるかだ。

1の場合、来併にはそのような状況がないので西熔は

雄立後に大規模な修理IIが必要とされたか、あるいは移築

に伴う再処の可能性も考慮の余地をも ってくる。ただし、

解体 ・再処を示す足場穴は検出されていない。

2の場合は、四I符の姥立がほかの堂併に比べてかなり

1足れる。6641G. H . 0の3粧Ii.、H→G→OのJIIi'Iに製

作された。Hは紋様カfjlkも整斉で.、東燃やrlQ"ト回廊の

削主l!軒平瓦。Gと01:の紋椋の系譜|刻係は先に述べた。

6641 Gには6276Aa.Abカ人 66410には6276Ab.Acカf;fJL

む。本薬師寺では、 6641Gはごく少挫しか出土しないが、

逆に6276Ac-66410は平減薬師寺からは出土しない。さ

らに装階mff平瓦66411 は平城薬師寺削挫瓦の一つ。 し

かも、商併出土66411にはかなり箔傷があるから、平械

薬師寺のjt訟が一段落してからこれらの瓦が本薬師寺に

供給されたとみてよし、。 とすると、西燃の瓦の製作供給

H寺期は奈良時代に降り、 『続日本紀』文武 2年 (698)10 

月41:1粂の「薬師寺の榔作LtlJ::おわる」 の時点て、西f存

は挫ち上がっていなかった叢然性が市くなる。その場令、

完成直前{こ焼け務ちた大í~~・大手fの伽藍配世との|刻述が川

題となろう。 (花谷浩/考古第1) 

コラム:あすかふじわら②

4・60年前の本薬師寺西塔跡
金堂土I監から凶I各跡をfUんfご写:J!，。周凶はー而
の[H岡地帯。背後の111は、畝傍山。本薬師寺や藤

原;守の調3T7.研究に大きな足跡、をFえした足立I~t r業

師号i:flJII肢の研究J (LI本Tr文化研究所報告 第五

193N.)から転載。四I答!f.1Hi19965pに初めて発掘
;l1Wtiの手が加わ っ た。 般fi~I市城殿町所干上。 24n参

)fl日。 (C)

祭文研年有1/199711 37 



コラム:あすかふじわら ③

4砂藤原京の範囲

藤原京の京岐については、 1968年j主
俊労によって、古代の幹線道に1mまれ
た東西2.1km、南北3.2kmの純凶に、東西

8坊、南北12粂分の粂坊が復原され、そ

れが定説となった。奈b.!.国立文化財研

究所では、 1969年以来その成来を受け、
藤原京跡の発搬調査を担当してきた。

しかし周知のように、その後の調査で、

持説の範囲外からも粂fJii立織が相次い

で発見され、京域はもっt広がるとい
う、 いわゆる「大藤原京」祭各種が提

出された。そして1996年に至り 、大極
殿から東西に2.6kmも隊れた極原市土

橋逃跡や勝井市上之庄治跡ーから、十坊

大路とみられる粂坊遺構が発掘された。

そのよ、 これを東西の京極とみなす所

見もあって、宮を ~I心に lli< 十里四方

の京域2容が、~実'*を I~持ぴて急、浮上し

てきた。

この京成l立、 r周fLJ考工記に記され

蔵原京の条坊と家主産惣定図 ア ーtWi冶跡 イ|二之11::泣N-Jr.・
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た指11の形に類似するが、藤原京がそれ
を模倣したものとl折ずるには、なお検
証が必要だろう。また併せて、この広

大な都力すいつ計画され施工されたのか、

京械が十l方以上に広がる可能性はない

のか、京I或が時刻iによ って伸縮しなか

ったのかな ど、解明すべき課題も多い。

その解決には、Jtなる発掘調査が不可

欠で、当研究所では、岸説の範凪を?越

えて調査対象とするべく、検討を重ね

ているところである。(黒崎 ilD 

EFI J 州淵I• ~lll mlJ見

KLOP:卜屯四方説
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